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D A I L Y  MA E H A R AAll for All
みんながみんなのために

政 権 交 代 へ の
道 筋 を つ く る ！

デイリーまえはら

ライブ配信

明日の予定　8/27(日)

本予算の賛成は、与党が行う全てに賛成すること

8月27日（日）13:35~
京都高島屋前

京都 街頭演説会
8月27日（日）15:20~
ホテルグランヴィア大阪

大阪 党員サポーター集会
8月27日（日）17:10~
大阪駅北口

大阪 街頭演説会

　代表選も中盤に入り、本日は徳島、香
川、岡山で街頭演説が開催されました。香
川は玉木候補の地元ですが、支援者の皆様
に温かく迎えて頂き、一体感のある充実し
た演説会となりました。関係者各位に感謝
を申し上げます。

　前原候補は、昨年の通常国会において国
民民主党が当初予算案に賛成したことに対
し、「自分は野党であると思っていたの
で、違和感があった」と振り返り、「本予
算に賛成するということは、与党が行う森
羅万象に賛成すること」だとして、代表に
当選した際には、野党の立ち位置を明確に
し、本予算には賛成しないことを改めて強
調しました。

　当時、玉木代表は、高騰するガソリン
代を下げるため、ガソリン税の一部を軽
減する「トリガー条項」の凍結を解除す
るという確約を岸田総理と直談判して取
り付けたので、それを条件に予算に賛成
するとしていましたが、いまだに凍結が
解除される気配はありません。

　前原候補が常々語っているように、政
治は結果責任です。結果を出せなかった
にもかかわらず、責任をなおざりにする
という党のあり方が、国民に違和感を与
え、支持率低迷の一因となっているよう
にも思われます。

　前原候補は、代表としての重責を担う
覚悟のもと、自民党に対峙し、政権交代
を目指してまいります。


